
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

揖斐川町家庭教育支援チーム 

 （呼称：小島子育て応援団） 

 URL：                          

 

②活動拠点 小島コミュニティセンター 

③活動範囲 小学校区内  

④組織体制 

 

  25 人 

 

 

 

⑤活動開始年度 平成 26 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

小島公民館主事 衣斐 淳美 

（TEL）0585-23-1381   （E-mail）ojimakoumin@town.ibigawa.gifu.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

1. 乳幼児学級（にこにこ学級） 

未就園児とその保護者を対象に、毎月開

催。保護者の横の繋がりや応援団との縦の

繋がりを作る。子どもたちの体験や保護者

の対話の時間を大切にしている。また、出

来るだけ地域の方と共に活動することを心

がけ、多世代交流の場にもなっている。 

2. 子育て支援学級（おじまぁーるランチ） 

子どもたちの体験（餅つき、泥んこ遊び、縁日等）と子ども食堂をあわせ

た「おじまぁーるランチ」を年に 5 回開催。体験

の参加者は、50 名程度、ランチは毎回 100 名

で締め切る。応援団は、体験とごはんの二手

にわかれて対応、20 名程度。人手がいる際

は、中高生や区長会の皆さんが手伝ってくれ

る。また、来て欲しい人たちに声がかけられる

よう、役場の福祉関係部署と連携。食材は、支援者からの寄附。 

3.  その他 

地域の広報誌「たより小島」に活動の詳細を掲載し、ＰＲ。また、町の保

健センターで開催される乳幼児健診等の際に、年間計画やチラシを配布

し活動を紹介してもらっている。持続可能な活動となるように、行事参加者

に活動の意義や大切さを伝え、応援団への感謝の言葉をその場で伝えて

いる。地域みんなで子育てに取り組む姿勢を広めている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

乳幼児学級は、町内在住の方を対象にして、30 組の

エントリーがあり、毎月 20 組程度が参加しています。学

級を卒業した保護者が、そのまま応援団としてサポート

する側にまわり、つながる活動が出来てきました。（子育

手応援団へ）。このような様々な活動を通じて、その子ど

もたちが地域への関わり（小学生のわくわく BASE、中学

生夏祭りリーダー）を積極的に活動、そして保護者は、

子育て応援団の活動だけではなく、地域課題の解決に取り組む地域づくり

協議会等に参加する流れが出来てきました。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （公民館活動の中で実施） 

 


